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M -( d F7示レνピf〆i妙併
一-lト一jiて弓7忌レe〆iO jq) 
で結ぼれる。ただし、 q= exp[-21r d2 /nv]で、
併はストークスの位相とよばれる幾何学的位相
[4]である。転送行列はlV'in)と1V'out)の聞の位相
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H(t) = F(t)~I)(11-12)(2 1)+ ~~ 1)(21 +12)(11) (4) 
一方、次のハミルトニアンで記述される無限長1次元tightbindingモデ、ルの時開発展は任意の時
間波形に対して解ける[1110












N=m+n=5 (m+l.n ー lIHrlm.n)=~(m+l)n d. 
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